


 

■会場　忍野村コミュニティセンター前�
■時間　9：00～12：00�
■内容　村内外の農産物や海産物、また、雑貨や衣類等を市価より安価で販
　　　　売します。売り切れの場合はご容赦ください！�

2 Oshino vill

平成16年８月８日（日）�

Ｐ�

Ｐ�

Ｐ�

Ｐ� Ｐ�

Ｐ�

●忍野中�

●忍野小�

●忍野村�
　役場�

●駐在所�

●ＧＳ�

●諏訪�
　神社�

●湧池�

●テニス�
　コート�

●村民体育館�

新名庄川�

県道717号線�

校庭・Ｐ�
釣り大会会場�

式典会場�

忍野�
八海�

ちびっこ広場・�
納涼大会会場�

※この区間は18：00～22：00�
　車両通行止となります。�

※この区間は８：00～13：00�
　車両通行止となります。�

※ここは一方通行�
　になります。�

当日はかなりの混雑が予想され�
ます。お車でお越しの際は、乗�
り合わせ等でお越しください。�

■周辺案内図�

■会場　忍野八海湧池近く�
■時間　10：00～12：00�
■内容　奉告祭と和歌の朗詠を行います。また、会場近くの桂川では釣り大
　　　　会が開催され、15：00まで自由に釣りを楽しむことができます。�

■会場　忍野中学校　校庭�
■時間　14：00～19：00�
■内容　キャラクターショーを開催し、ふわふわとフリースローで遊べます。�

《キャラクターショー全４回》�

・14：30～15：15　・17：30～18：15 『ふたりはプリキュア』�

・15：20～16：05　・18：15～19：00 『特捜戦隊デカレンジャー』�

・16：30～17：30　　　　　　　　　　　 バンドステージショー�

※いずれも観覧無料です。また、それぞれのショー終了後にサイン会も開催します。�

■会場　忍野中学校　校庭�
■時間　19：00～22：00�
■内容　さかど太鼓（埼玉県坂戸市の名物）、式典、八文字焼き、ミュージ
　　　　カル花火、打ち上げ花火など。�

忍野村役場　地域振興課�

0555-84-7794（直）�

http：//www.vill.oshino.yamanashi.jp
公式ＨＰ�

●お問い合わせ先●�
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児
童
手
当
が
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す�

！�！�

　
平
成
16
年
６
月
18
日
に
児
童
手
当
法
が
法
改
正

さ
れ
、
支
給
対
象
年
齢
が
、
現
在
の
義
務
教
育
就

学
前
（
６
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、

小
学
校
第
３
学
年
終
了
前
（
９
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。�

　
新
た
に
児
童
手
当
等
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児

童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
窓
口
（
公

務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で
、
認
定
請
求
等
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は
、
平
成
16

年
９
月
30
日
ま
で
に
受
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特

例
的
に
平
成
16
年
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件

に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

　　　
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る

児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、

特
段
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
（
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
限
り
ま
す
）

　
右
記
に
該
当
し
な
い
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請

求
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（
左
記
参
照
）

　　
現
在
、
児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護

者
の
方
は
認
定
請
求
、
現
在
既
に
就
学
前
児
童
に

つ
い
て
児
童
手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保
護
者

の
方
は
額
改
訂
認
定
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
請
求
書
の
ほ
か
、
認
定
に
必
要
な
添
付
書

類
は
、

・
印
鑑

・
年
金
加
入
証
明
書

（
請
求
者
が
厚
生
年
金
加
入
者
等
の
場
合
）

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

（
忍
野
村
に
平
成
15
年
１
月
１
日
に
住
所
が
な
か

　
っ
た
場
合
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当
等
が
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
関
し
て
は
、

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
小
学
校
１
年
生
か
ら
小
学
校
３
年
生
の
児
童
の

保
護
者
の
方
々
に
は
、
詳
し
い
手
続
き
方
法
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
度
　
小
学
校
第
１
学
年

　
　
　
　
の
児
童
等
の
保
護
者
の
皆
様

　
（
平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
）

平
成
16
年
度
　
小
学
校
第
２
・
３
学
年

　
　
　
　
　
の
児
童
の
保
護
者
の
皆
様

　
（
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

忍
野
村
役
場
　
住
民
課
　
米
山

℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
直
通
）
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　国民年金は、老後の生活や、万が一のときのために、みんなで保険料を出し合って経済的に支
え合う制度です。日本に住んでいる20歳以上60歳未満の人は、必ず国民年金に加入します。加
入方法は職業などによって３つの種別に別れ、保険料の納め方や手続きの仕方が異なります。�
　また、就職・転職・退職・結婚などにより、加入の種別が代わるときにはそのつど届け出が必
要です。届け出を忘れると、年金額が減額されたり年金を受けられないこともあります。�

人生の節目、節目には必ず届出をしてください。�

会社を辞めたとき�
本人または配偶者が60

歳未満の場合、国民年

金第１号被保険者の加

入手続きが必要です。�

氏名が変わった�
とき�
�

住所が変わった�
とき�

厚生年金・共済組合に�
加入している配偶者の�
扶養からはずれたとき�

離婚したとき、パートなどの収
入が増えて扶養からはずれた
ときは国民年金第１号被保険
者の届け出が必要です。�

国民年金保険料の納付が�

でも可能になりました！�

コンビニエンスストア�

　あなたのライフスタイルに合わせて、
保険料をいつでもどこでも納めることが
できます。�
　なお、コンビニエンスストアで使用で
きる納付書には、裏面にコンビニエンス
ストアの窓口で納付できる旨が記載され
ています。記載のないものはコンビニエ
ンスストアで納めることはできませんの
で、ご注意下さい。�

学生納付特例制度�
学生のみなさん�

をご利用�
下さい！�

学生納付特例制度とは・・・学生の方が申請により�
保険料を後払いできる制度です。�

条　　件�

申  請  先�

承認機関�

必要なもの�

20歳以上の学生（大学、短大、専門学校、夜間・
定時制課程、通信過程など）で、学生本人の前
年所得が68万円以下であること。�

忍野村役場　住民課�

申請した月の前月から年度末 （３月まで）�

年金手帳、学生証 （在学証明書）、印かん�

●学生納付特例の承認を受けると・・・�
◎学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態には、障害基礎年金または遺族基礎年金が支給されます。�
◎学生納付特例期間は、老齢基礎年金を受けるための期間には含まれますが、年金額には反映されません。学生納付
　特例期間については、10年以内であれば保険料をさかのぼって納める（追納）ことができます。満額の老齢基礎年
　金を受けるためにも、卒業したら忘れずに追納してください。�

◎お問い合わせ先　忍野村役場住民課 　ＴＥＬ０５５５－８４－７７９６（直通）�
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�������

言
の
葉
連
ね
て
歌
あ
そ
び�

  

　  

酒
折
連
歌
賞
実
行
委
員
会 

編�

　
甲
府
市
の
酒
折
宮
が
、
発
祥
の
地
と
さ

れ
て
い
る
連
歌
の
、
振
興
を
図
る
た
め
に

始
ま
っ
た
新
し
い
歌
遊
び
。
選
者
の
問
い

の
片
歌
に
、
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
答

え
の
片
歌
を
収
録
。�

������

ア
フ
リ
カ
の
瞳�

    

帚
木
蓬
生 

（
は
は
き
ぎ
・
ほ
う
せ
い
）  

著
　

　
毎
年
２
０
０
人
の
赤
ん
坊
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
た
ま
ま
生
ま
れ
て
く
る
国
。
こ
の

国
で
、
エ
イ
ズ
撲
滅
を
祈
り
起
ち
あ
が
っ

た
日
本
人
医
師
作
田
の
熱
き
闘
い
。
生
命

の
重
さ
と
は
。�

������

ケ
ー
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー�

 

　      

浅
生
　
幾 

（
あ
そ
う
・
い
く
）  
著�

　
中
東
を
舞
台
に
、
各
国
の
情
報
機
関
が

暗
躍
す
る
中
で
、
テ
ロ
対
策
の
最
前
線
で

闘
う
一
人
の
男
。
も
た
ら
さ
れ
る
極
秘
情

報
と
戦
慄
の
結
末
と
は
。
ス
パ
イ
・
ス
リ

ラ
ー
の
最
高
傑
作
。�

������

男
子
一
生
の
問
題�

 

　  

　
西
尾
幹
二 

（
に
し
お
・
か
ん
じ
）  

著�

　
今
、
日
本
人
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
問
題
」
を
「
男
子
」
と
い
う
視
点
か

ら
思
い
つ
く
ま
ま
に
言
及
。
仕
事
の
評
価

は
ど
こ
で
決
ま
る
か
。
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

た
め
の
条
件
と
は
。�

������

な
め
な
い
で
ね
、
わ
た
し
の
こ
と�

 

　   

内
館
牧
子 

（
う
ち
だ
て
・
ま
き
こ
）  

著�

　
横
綱
審
議
委
員
と
し
て
、
い
や
、
売
れ

っ
子
脚
本
家
と
し
て
、
行
く
先
々
で
巻
き

起
こ
る
熱
風
を
痛
快
に
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。

名
文
珍
文
の
年
賀
状
も
併
せ
て
掲
載
。�

������

極
上
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
選
び�

　
　
　
　
　
　
　 

朝
日
新
聞
社 

編�

　
テ
レ
ビ
番
組
の
録
画
・
視
聴
す
る
人
の

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
、
レ
コ
ー
ダ
ー
の

選
び
方
を
紹
介
。
も
う
、
ス
ポ
ー
ツ
番
組

が
延
長
に
な
っ
て
も
、
録
画
は
失
敗
し
な

い
。�

��

��������

そ
の
日
を
つ
か
め�

 

　     

鈴
木
光
司
（
す
ず
き・
こ
う
じ
）  

著�

　
ひ
き
こ
も
り
よ
、
さ
ら
ば
。
人
生
の
先

は
予
測
で
き
な
い
が
、
運
命
の
流
れ
を
変

え
る
く
ら
い
の
ガ
ッ
ツ
は
持
つ
べ
し
。
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
リ
ン
グ
」
の
著
者
が
若

者
に
贈
る
１
冊
。�

������

名
句
も
か
な
わ
な
い�

　
　
子
ど
も
俳
句
１
７
０
選�

 

　   

金
子
兜
太
（
か
ね
こ・
と
う
た
）  

監
修�

　
俳
人
の
秀
句
と
同
じ
季
語
で
詠
ん
だ
子

ど
も
の
俳
句
を
並
列
し
、
解
説
を
付
与
。

子
ど
も
に
は
、
俳
句
を
作
る
魔
法
の
力
が

あ
る
ら
し
い
。�

�����������

ア
テ
ネ
五
輪
ま
も
な
く
開
幕
！�

�

　
・
お
は
な
し
ゆ
り
か
ご�

　
　
４
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分�

　
・
お
は
な
し
探
検
隊
は
お
休
み
で
す
。�

　�

８
月
の
休
館
日�

８
月
の
お
は
な
し
会�

毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。�

月
曜
日
が
祝
日
の
時
は
火
曜
日
も
休
館

と
な
り
ま
す
。�

2
・
9
・
16
・
23
・
30
・
31
日
が
休
館
と

な
り
ま
す
。�

���

　
４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
夏
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
８
月
13
日
か
ら
、
約
１
カ
月
ギ

リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
図
書
館
で
は
ギ
リ
シ
ャ
関
連
の
本
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん
だ
本
を
別
置
し
て
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
何
倍
も
楽
し
む
た
め
に
、
ま

た
出
場
す
る
選
手
を
応
援
す
る
た
め
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
（
山
梨
県
か
ら
も
、
６
人
の
選
手

が
野
球
を
は
じ
め
、レ
ス
リ
ン
グ
・
重
量
挙
げ
・

競
泳
・
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
・
女
子
バ
レ
ー
に
出
場

の
予
定
で
す
）
　�

おしの  パブリック  ライブラリー�

　
村
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
図
書
館
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
が
、
入
場
に
は
整

理
券
が
必
要
で
す
。
定
員
は
３

５
０
名
で
す
の
で
、
入
場
希
望

の
方
は
図
書
館
で
受
付
を
し
て

く
だ
さ
い
。�

　
当
日
は
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
マ

ジ
ッ
ク
や
シ
ョ
ー
の
ほ
か
に
、

大
型
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。�

■
お
問
い
合
わ
せ�

　
お
し
の
図
書
館�

☎
０
５
５
５
・
８
４
・
７
３
０
０�

もう、読まれましたか！�

８
月
22
日
① 
午
前
10
時�

お
す
す
め�

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
に
お
す
す
め�

　
　
図
書
館�

し
ゃ
ぼ
ん
玉
ま
つ
り�

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！
　
毎
月
１
回
土
曜
日
か
水
曜
日
に
英
語
の
絵
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。�
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去
る
７
月
４
日（
日
）に
、

忍
野
村
福
祉
健
康
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
（
※
順
不
同
・
敬
称
略
）

小
尾
　
航
平
・
櫻
井
　
拓
夢

安
藤
光
栄
子
・
遠
藤
　
弓
歌

行
貞
　
康
平
・
原
田
　
明
理

鷹
野
　
頌
太
・
天
野
　
智
美

山
中
由
希
子
・
安
田
　
早
苗

西
川
　
京
佳
・
金
野
沙
央
璃

吉
田
ひ
か
り
・
中
川
　
佳
実

持
田
　
瑛
祐
・
大
家
　
嘉
貴

渡
邊
　
航
平
・
平
賀
聖
鈴
奈

高
橋
　
紀
乃
・
刑
部
　
康
介

内
田
夕
加
里
・
土
田
　
詩
織

秋
山
　
友
奈
・
雨
倉
　
朋
花

岡
　
ゆ
り
絵
・
小
林
　
莉
緒

小
田
　
知
京
・
遠
藤
　
大
輔

木
下
　
拓
也
・
久
保
　
慶
将

中
込
　
美
紅
・
白
須
　
文
覚

行
貞
　
良
介
・
野
田
麻
由
美

梅
津
　
　
南
・
浦
田
美
和
子

大
森
　
智
美
・
長
田
　
昂
大

小
尾
　
冬
弥
・
亀
田
あ
り
さ

長
島
　
加
奈
・
中
村
　
篤
志

三
浦
　
拓
実
・
小
俣
　
敦
士

後
藤
　
　
俊
・
清
水
　
将
仁

出
口
　
智
香
・
長
田
　
春
萌

中
村
　
優
志
・
米
山
　
ゆ
り

大
森
　
大
生
・
木
下
　
　
茜

後
藤
　
竣
亮
・
峰
岸
由
美
子

丹
澤
雄
一
郎
・
天
野
　
敬
太

寺
田
　
裕
貴
・
藤
岡
　
　
悠

渡
邉
　
淳
司
・
渡
邉
総
一
郎

川
口
　
大
介
・
渡
邉
　
敏
樹

渡
邉
　
春
菜
・
渡
邊
　
大
介

湯
山
　
哲
平

　
天
野
　
好
江
（
２
年
）

　
後
藤
　
文
代
（
３
年
）

　
天
野
　
義
一
（
５
年
）

　
渡
邉
喜
代
美
（
５
年
）

　
後
藤
　
文
江
（
５
年
）

　
浅
田
じ
ゅ
ん
子
（
24
年
）

〈
男
性
〉

　
渡
邉
　
徳
長
（
96
歳
）

〈
女
性
〉

　
三
浦
て
ご
こ
（
98
歳
）

　
天
野
　
英
一
・
よ
し
の

　
櫻
井
　
大
作
・
文
子

　
後
藤
　
　
尚
・
緑

　
堀
内
　
良
平
・
美
和
穂

　
小
林
　
幸
雄
・
恵
美
子

　
三
浦
　
大
一
・
茂
代

　
湯
山
　
弘
政
・
明
子

　
渡
邉
　
　
勇
・
智
恵
子

　
大
森
　
欣
也
・
貞
子

　
大
森
　
謙
一
・
敏
子

　
堀
内
　
瀧
夫
・
浪
子

　
手
塚
　
市
雄
・
五
月

　
長
田
　
丑
松
・
恵
美
子

　
渡
邉
　
勝
男
・
千
代
子

　
大
森
　
　
清
・
喜
登
子

　
天
野
　
芳
造
・
と
し
江

　
天
野
　
真
吉
・
く
に
江

　
寺
中
　
義
雄
・
久
江

健康福祉メモ�

平
成
16
年
度�

お
し
の
村
福
祉
健
康�

ま
つ
り
表
彰
者�

　梅雨時に多いと思われがちな食中

毒ですが、実は１年のうちで一番発

生が多いのは８月です。食中毒予防

の三原則は「菌をつけない」「菌を

増やさない」「殺菌する」です。�

　注意しましょう。�

食中毒は、高温多湿の夏期に�
発生が集中しています。�

●
む
し
歯
の
な
い
幼
児�

　
　
　
　
　
（
年
長
）�

●
む
し
歯
の
な
い
小
学
生�

　
　
　
　
　
（
３
年
生
）�

●
む
し
歯
の
な
い
小
学
生�

　
　
　
　
　
（
６
年
生
）�

●
優
良
介
護
者�

（
在
宅
介
護
2
・
5
・
10
年
・
そ
の
他
）�

●
む
し
歯
の
な
い
中
学
生�

　
　
　
　
　
（
３
年
生
）�

●
最
高
齢
者�

●
結
婚
50
周
年
夫
婦�

【
福
祉
関
係
】�

【
保
健
関
係
】�
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さ わ や か 介 護 通 信�

高齢者の介護に関する相談は、下記までご連絡下さい。�

忍野村在宅介護支援センター（忍野村保健福祉センター内）　TEL 20-5211（直通）�
休日・夜間　いちいの木 （0555）84-1215まで�

����

《
適
切
な
契
約
を�

　
　
　
　
結
ぶ
た
め
に
》

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
く
れ
る
事
業
者
と

契
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
高
齢
者
や
家
族
は
、
慣

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

事
業
者
の
説
明
に
疑
問
を
さ
し

は
さ
む
こ
と
が
で
き
ず
、
契
約

し
た
後
で
「
こ
ん
な
は
ず
で
は

な
か
っ
た
」
と
悔
や
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

《
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者�

　
　
　
　
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
》

　
利
用
者
の
方
が
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ

ン
ト
を
表
１
に
ま
と
め
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
14

・
15
年
度
に
行
わ
れ
た
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
自
己
評
価
（
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
が
実
施
し
た
も

の
）
の
結
果
が
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
す
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。

（
近
隣
の
市
町
村
ー
忍
野
村
・

富
士
吉
田
市
・
西
桂
町
・
山
中

湖
村
・
富
士
河
口
湖
町
・
鳴
沢

村
・
道
志
村
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
の
閲
覧
に
な
り
ま
す
）

《
介
護
サ
ー
ビ
ス�

　
　
　
適
正
契
約
相
談
》
　

　
契
約
の
手
続
き
や
ト
ラ
ブ
ル

等
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
も
あ

り
ま
す
。

　
山
梨
県
高
齢
者�

　
　
　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
５
・
２
５
４
・
０
１
１
０

●
相
談
日
時

　
毎
月
第
４
水
曜
日

　
午
後
４
〜
５
時

●
相
談
場
所

　
長
寿
や
ま
な
し
振
興
財
団
山

　
梨
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

　
タ
ー
相
談
室

　
甲
府
市
北
新
１
ー
２
ー
12

　
　
山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
４
階

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。

介護保険が始まり、４年が過ぎました。今月号では、介護サービス提供事業者を、
選ぶ際のポイントについて紹介します。�

在宅サービス事業者を選ぶポイント�

事 業 所� 職員体制（職員数、職務内容、経験年数、常勤・非常勤の別）などについて説明がありましたか。�

都道府県知事の指定を受けていることを明記してありますか。�
各事業毎に知事の指定がとってありますか。�

居宅サービス事業者として、介護保険給付対象となることを明記してありますか。�

サービスの内容を、わかりやすく説明してくれますか。�
訪問回数、時間帯など明記されていますか。�

介護サービスの標準的な手順を、わかりやすく説明してくれますか。�

サービス毎に自己負担額と、交通費、物品費、消費税等を説明してくれますか。�
介護保険給付内と、給付外とに明確に分けてありますか。�

介護サービスを変更する場合の、事業者の対応が明確にされていますか。�
一方的に事業者から、サービスの内容を押しつけられることはないですか。�

利用者、事業者各々の責任や、理由等について明記がされていますか。�
利用者からの自由な契約解除ができますか。�

サービスの提供を受けるうえで、事業者の賠償責任について、明確にされていますか。�

サービスの利用上のトラブルや苦情について、窓口を設置し、責任者を定めていますか。�

都道府県知事の指定�

介護保険給付対象�

介護サービス内容�

介護サービスの手順�

料 金�

介護サービスの変更�

契 約 の 解 除�

賠 償 責 任�

苦 情 相 談�

表１�
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�

Vol.

進めよう男女共同参画社会へ
シリーズ男女共同参画�
忍野ハーモニープラン�

Q Q
Q

Q

Q

Q

15

忍
野
村  

総
務
課  

男
女
共
同
参
画
事
業
担
当�

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
５
５
・
８
４
・
３
１
１
１（
代
）�

忍
野
村
の
男
女
共
同
参
画
事
業
に
関
す
る
ご
意
見
、ご
質
問
は�

　

 

富
士
吉
田
市
内
で
開
か
れ
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。講
師
は
富
士
河
口
湖
町

足
和
田
在
住
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
き
く
ち
さ
か
え
さ
ん
。

　
２
年
前
に
も
一
度
参
加
し
ま
し
た
が
、そ
の
時

に
は
チ
ベ
ッ
ト
、ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
世
界
各
国
の
お

産
を
取
材
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
の
中
か
ら
の
お

話
で
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　
今
回
の
第
一
回
目
は
胎
盤
、胎
児
の
模
型
を
使

い
　
お
産
　
そ
の
も
の
の
お
話
で
し
た
。ま
た
、

ア
メ
リ
カ
製
の
大
き
な
パ
ネ
ル
を
利
用
し
て
の

受
精
〜
出
産
は
非
常
に
リ
ア
ル
で
　
お
産
　
そ

の
も
の
が
非
常
に
分
か
り
や
す
い
内
容
で
し
た
。

　
第
二
回
目
は
助
産
院
で
の
出
産
ビ
デ
オ
を
見

ま
し
た
。参
加
者
は
、妊
婦
、妊
婦
の
夫
で
し
た
が
、

２
回
と
も
勉
強
会
の
後
、き
く
ち
さ
ん
と
話
し
合

う
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

　
参
加
し
た
夫
た
ち
は「
出
産
ま
で
に
、ま
た
、出

産
の
際
自
分
に
何
が
出
来
る
か
」を
真
剣
に
考
え

実
行
し
た
い
と
口
々
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。中
に
は
、

１
日
１
時
間
ほ
ど
の
散
歩
を
勧
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、仕
事
か
ら
帰
っ
た
夫
に
付
き
合
っ
て
も
ら

っ
て
散
歩
を
し
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
若
い
夫
婦
の
姿
は
感
動
的
で
し
た
。新

し
い
命
を
二
人
で
協
力
し
合
っ
て
迎
え
る
・・・
そ

の
こ
と
が
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
て
か
ら
協
力
し
て

子
育
て
に
取
り
組
む
事
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
と
思
う
と
、と
っ
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
助
産
院
で
の
ビ
デ
オ
は
、夫
、三
人
の
姉
、祖
母
、

み
ん
な
で
四
人
目
の
お
子
さ
ん
の
出
産
に
立
ち

合
っ
た
家
族
を
取
り
上
げ
た
内
容
で
し
た
。三
姉

妹
が
、陣
痛
の
始
ま
っ
た
お
母
さ
ん
の
頭
を
な
で

て
あ
げ
た
り
、産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
大
喜

び
す
る
姿
に
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　
家
族
み
ん
な
で
出
産
か
ら
励
ま
し
合
い
、協
力

し
合
う
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。子
育
て
は
楽
し
い
事
と
同
じ
く
ら
い
大
変

な
事
が
つ
き
も
の
と
い
え
ま
す
。家
族
み
ん
な
が

ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
で
暮
ら
す
に
は
家
族
の
協

力
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
夫
婦
仲
良
く
人
生
を
共
に
歩
く
た
め
に
　
出

産
　
と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト
は
協
力
し
合
っ
て
！
・・・

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
マ
タ
ニ
テ
ィ

教
室
で
し
た
。

き
く
ち
さ
か
え
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル�

T
 O

 P
 I C

 S

　
忍
野
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
広

報
を
放
映
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報
は
、
忍
野
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
が
企
画
・
制
作
し
た
も
の
で

す
。
内
容
は
３
パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
、
普
段
何
気
な
く
使

っ
て
い
る
言
葉
に
視
点
を
当
て
た
言
葉
編
、
家
庭
内
の

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
一
コ
マ
を
切
り
取
っ
た
人
形

劇
「
ふ
じ
く
ん
と
し
の
ぶ
ち
ゃ
ん
」
編
、
忍
野
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
委
員
が
村
の
中
へ
飛
び
出
し

て
、
村
民
の
皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
編
の
３
つ
で
す
。�

　
ご
覧
に
な
ら
れ
た
ご
意
見
ご
感
想
を
お
ま
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

き
く
ち  

さ
か
え
　�

「
う
ま
れ
る
い
の
ち
つ
な
が
る
い
の
ち
」
よ
り�

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
助
産
院
で
の
出
産
体

験
を
き
っ
か
け
に
出
産
に
関
心
を
持
ち
、
ク
ラ
ス
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
な
ど
、
世
界
15
カ
国
以
上
の
出
産
を
取

材
。
出
産
準
備
教
室
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ク
ラ
ス
」
主
宰
。
妊

娠
・
出
産
・
育
児
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ "b

ab
y

co
m

" 

企
画
。

お
産
情
報
ネ
ッ
ト "R

E
B

O
R

N
" 

ス
タ
ッ
フ
。
日
本
マ
タ
ニ

テ
ィ
・
ヨ
ー
ガ
協
会
推
薦
指
導
員
。
社
団
法
人
日
本
写
真
協

会
会
員
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
国
内
外
で
撮
影

し
、
写
真
展
も
開
催
し
て
い
る
。
富
士
山
の
裾
野
で
田
舎
暮

ら
し
。

著
書
／
『
産
む
か
も
し
れ
な
い
あ
な
た
へ
』
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
メ
デ

ィ
ア
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）
、
『
イ
ブ
の
出
産
、
ア
ダ
ム
の
誕
生
』

『
お
産
が
ゆ
く
』
（
農
文
協
）
、
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

バ
ー
ス
』
（
共
訳
、
現
代
書
館
）
ほ
か
。

出
産
の
感
動
は
夫
婦
で
！�

”

“

”

“

”

“

文
／
忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員�

渡
　
辺
　
良
　
子�


